
2026 年 05 月 24 日 
午前 10 時 30 分 

 

聖霊降臨日・ペンテコステ/聖霊降臨節第 1 主日/聖餐式 No. 21           

 

主日礼拝    

 

前奏 「来たれ、聖霊よ」(讃 21:339) 

              (J.ビーリィ) 
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 

 

招詞 

 「その後 

わたしはすべての人にわが霊を注ぐ。 

あなたたちの息子や娘は預言し 

老人は夢を見、若者は幻を見る。」 

          (ヨエル書 3:1) 

 

頌栄  27 「父・子・聖霊」 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

リタニー 「ペンテコステ」  

 

司式者：目には見えなくても、いつも一緒にいてく

ださる 

会 衆：私たちの神さま  

司式者：ペンテコステの日、激しい風と、炎のような

舌が現れて、 

会 衆：お弟子さんたちは、驚きました。  

司式者：聞いたこともない言葉が、口から出てきて、 

会 衆：お弟子さんたちも、私たちも驚きました。  

司式者：目に見えない聖霊の力で、 

会 衆：世界のみんなが、一つになりました。 

司式者：今日は、神さまの愛によって、教会が生まれ

た、誕生日。 

一緒に：神さまがいつもいてくださる広島流川教

会と流川こども園を、ありがとうござい

ます。アーメン。 

 
 
 
 
 

賛美 7「ほめたたえよ、力強き主を」 
 

 
 

 

 
 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 
 



賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 
 
 
 
 
 

 

 

聖書 使徒言行録 2:1～11 
新約(新共同訳)P214～P215 

1 五旬祭の日が来て、一同が一つになって集まっていると、2 突然、激

しい風が吹いて来るような音が天から聞こえ、彼らが座っていた家中に

響いた。3 そして、炎のような舌が分かれ分かれに現れ、一人一人の上

にとどまった。4 すると、一同は聖霊に満たされ、“霊”が語らせるま

まに、ほかの国々の言葉で話しだした。5 さて、エルサレムには天下の

あらゆる国から帰って来た、信心深いユダヤ人が住んでいたが、6 この

物音に大勢の人が集まって来た。そして、だれもかれも、自分の故郷の

言葉が話されているのを聞いて、あっけにとられてしまった。7 人々は

驚き怪しんで言った。「話をしているこの人たちは、皆ガリラヤの人で

はないか。8 どうしてわたしたちは、めいめいが生まれた故郷の言葉を

聞くのだろうか。9 わたしたちの中には、パルティア、メディア、エラ

ムからの者がおり、また、メソポタミア、ユダヤ、カパドキア、ポント

ス、アジア、10 フリギア、パンフィリア、エジプト、キレネに接する

リビア地方などに住む者もいる。また、ローマから来て滞在中の者、11

ユダヤ人もいれば、ユダヤ教への改宗者もおり、クレタ、アラビアから

来た者もいるのに、彼らがわたしたちの言葉で神の偉大な業を語ってい

るのを聞こうとは。」 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

賛美 こども 94「ふしぎなかぜが」 

 
 

説教  「聖霊に背中を押されて」 

 

賛美 406「聖霊ゆたかに」 

 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 



会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 
 

祝祷 
 

アーメン 

 
 

後奏 「フーガ 変ホ長調」(J.S.バッハ) 
 

司 式 光成 由樹 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 福原 之織 

助 餐 袁 紅、塩冶 みはる 
 
 
 


